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富
山
市
寺
家
・
寺
家
公
園
西
向
か
い
路
傍 

平
和
乃
礎
石
碑
前
に
あ
る
獅
子
狛
犬
考 

 

酒
井 

靖
春 

 

富
山
県
富
山
市
寺
家
の
主
要
地
方
道
宇
奈
月
大
沢
野
線
が
寺
町
公
園
で
左
折
す
る
交
差

点
の
路
傍
に
平
和
乃
礎
石
碑
の
前
に
獅
子
狛
犬
が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
は
子
獅
子
左
前
足

で
踏
み
、
口
を
開
け
、
胸
に
龍
の
顔
の
よ
う
な
動
物
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
龍
顔
は
紐
で
後

ろ
に
蝶
結
び
に
し
て
い
る
。
獅
子
狛
犬
本
体
下
の
台
座
は
、
一
体
で
四
面
に
唐
草
文
様
が

線
刻
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
富
山
の
ほ
か
の
狛
犬
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。 

向
か
っ
て
左
の
獅
子
狛
犬
は
、
玉
を
左
前
足
で
踏
ん
で
口
を
開
け
、
胸
に
龍
顔
と
蝶
結

び
、
台
座
に
線
刻
唐
草
文
様
と
、
右
の
獅
子
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
様
式
は
中
国
の
獅
子

狛
犬
の
最
終
形
態
で
、
北
京
市
の
紫
禁
城
に
天
子
勅
言
の
狛
犬
（
青
銅
製
）
と
書
か
れ
て

い
る
も
の
と
同
形
態
で
す
。 

天
子
勅
言
狛
犬
と
は
、
玉
を
持
つ
の
が
雄
で
、「
天
子
た
る
者
は
執
務
部
屋
に
だ
け
に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
巷
に
出
て
民
の
様
子
を
よ
く
見
な
さ
い
。」
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

子
獅
子
を
持
つ
の
は
雌
で
、「
天
子
た
る
者
は
巷
の
中
に
だ
け
に
身
を
置
か
ず
、
執
務
に
精

を
出
し
な
さ
い
。」
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
り
、
獅
子
の
前
を
通
る
時
は
、
そ
の
謂
に
よ
っ
て

己
を
正
し
て
諫
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
玉
は
「
財
宝
」
子
獅
子
は
「
子
孫
繁
栄
」
の
象
徴

と
す
る
。 

平
和
乃
礎
碑
は
、
横
に
石
碑
が
別
に
あ
り
、
そ
の
石
碑
は
皇
紀
二
千
六
百
年
建
之
（
昭

和
十
五
年(1940

）
と
刻
字
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
こ
の
一
角
に
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

紫
金
城
の
諫
言
獅
子
狛
犬
と
同
じ
様
式
の
狛
犬
は
、
富
山
市
山
王
町
日
枝
神
社
の
拝
殿

前
に
に
も
あ
る
。
日
枝
神
社
に
は
、
太
平
洋
戦
争
前
頃
ま
で
拝
殿
前
に
青
銅
製
の
別
の
狛

犬
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
戦
時
供
出
で
な
く
な
っ
た
。 

玉
と
子
を
持
つ
狛
犬
の
作
例
は
、
富
山
市
中
布
目
の
布
目
神
社
と
細
入
村
割
山
の
割
山

森
林
公
園
天
湖
森
の
西
側
、
八
幡
宮
横
の
三
十
番
堂
の
中
に
あ
る
。 

ま
た
、
立
山
町
末
三
賀
の
神
明
宮
の
あ
る
狛
犬
は
、
子
獅
子
と
玉
を
持
つ
形
が
寺
家
の

獅
子
狛
犬
と
酷
似
し
て
い
る
。
石
工
の
吉
野
留
次
郎
の
製
作
で
、
制
作
年
は
不
明
で
あ
る

が
、
寺
家
の
獅
子
狛
犬
に
影
響
を
受
け
、
写
し
と
し
て
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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石川県金沢市小立野 浄土宗如来寺 

法然銅像(開宗８５０年記念造立) 

法
然
上
人
に
関
係
す
る
石
造
物 

 

滝
本 

や
す
し 

 

法
然
は
浄
土
宗
の
宗
祖
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
書
籍
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
で
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
北
陸
三
県
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
の
ほ
ぼ
全
て
を
訪
問
し
た
が
、
法
然
に

関
係
す
る
石
造
物
は
極
め
て
尐
な
い
。
僅
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。 

 

①
富
山
県
黒
部
市
石
田 

浄
土
宗
西
往
寺
／
「
美
作
／
二
幡
の
椋
／
分
株
」 

西
往
寺
境
内
に
あ
る
椋
の
手
前
に
、「
美
作
／
二
幡
の
椋
／
分
株
」
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な

石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
椋
は
、
法
然
誕
生
に
ま
つ
わ
る
美
作
二
幡
の
椋
の
分
株

で
あ
る
。 

法
然
は
長
承
二
年
四
月
七
日
に
、
美
作
國
で
生
誕
。
そ
の
際
に
、
西
の
空
か
ら
二
つ
の

幡
が
舞
い
降
り
て
漆
間
家
の
椋
の
梢
に
か
か
り
、
七
日
後
に
飛
び
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
椋
は
二
幡
の
椋
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 ②
富
山
県
立
山
町
目
桑 

路
傍
／
阿
弥
陀
如
来
、
聖
徳
太
子
、
七
高
僧 

 

目
桑
路
傍
の
小
堂
内
に
二
基
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
左
の
石
塔
は
、
中
央
に
阿

弥
陀
如
来
、
左
に
聖
徳
太
子
、
右
に
七
高
僧
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
大
正
十
四
年(

一
九
二
五)

銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
七
高
僧
と
は
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
が
選
定
し
た
天
竺(

イ
ン
ド)

の
龍
樹
・
天
親
、
震
旦(

中
国)

の
曇
鸞
・
道
綽
、
善
導
、
日
本
の
源
信
・
源
空
で
、
こ
の

第
七
祖
の
源
空
が
法
然
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
真
宗
寺
院
に
七
高
僧
の
掛
軸
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
石
像
は
珍
し
い
。 

 

③
富
山
県
射
水
市
野
村 

浄
土
宗
瑞
現
寺
／
円
光
大
師
座
像 

 

瑞
現
寺
境
内
に
無
縁
塔
と
称
す
る
二
基
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
右
の
石
塔
は
聖

観
音
立
像
が
彫
ら
れ
、「
奉
納
／
西
國
三
拾
三
番
巡
拝
／
壱
國
三
十
三
番
巡
拝
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
左
の
石
塔
は
円
光
大
師
座
像
が
彫
ら
れ
、「
奉
納
／
円
光
大
師
二
十
五
番
巡
拝
／

壱
國
円
光
大
師
弐
五
番
巡
拝
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
二
基
の
石
塔
は
同
時
に
建
て
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
右
の
石
塔
の
側
面
に
「
明
治
三
十
五
年
六
月
八
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

越
中
國
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
は
法
然
生
誕
八
百
年
の
昭
和
六
年
に
開
創
さ
れ
、
八
百

年
遠
忌
の
平
成
二
十
三
年
に
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
石
塔
の
造
立
は
明
治
三
十
五
年
で
あ
り
、

壱
國
円
光
大
師
弐
五
番
と
あ
る
の
は
そ
の
当
時
の
霊
場
で
あ
る
。
瑞
現
寺
は
現
在
の
霊
場

の
第
四
番
で
あ
り
、
六
月
に
祖
師
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

④
富
山
県
砺
波
市
中
野 

路
傍
／
慧
光
菩
薩
書
名
号
塔 

 

中
野
の
路
傍
の
農
地
の
一
角
に
、
慧
光
菩
薩
御
真
筆
と
刻
ま
れ
た
大
き
な
名
号
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
当
地
の
藤
田
家
第
四
世
培
氏
の
功
績
を
称
え
、
子
孫
に
よ
っ
て
昭
和
七

年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
の
上
部
に
藤
田
家
に
伝
わ
る
名
号
書
を
写
し
て
建
て
ら
れ

た
こ
と
が
、
下
部
に
は
培
氏
の
功
績
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
慧
光
菩
薩(

法
然)

の
名
号
に
は

こ
の
よ
う
な
書
体
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
真
筆
と
は
考
え
辛
い
が
、
厚
い
信
仰

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。 

 

⑤
福
井
県
あ
わ
ら
市
前
谷 

浄
土
宗
松
龍
寺
／
「
圓
光
大
師
廿
五
霊
場
第
廿
壱
番
」 

 

松
龍
寺
の
入
り
口
に
「
圓
光
大
師
廿
五
霊
場
第
廿
壱
番
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
左
側
面
に
「
大
正
十
二
年
九
月
建
之
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
越
前
に
は
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①「美作／二幡の椋／分株」 ②阿弥陀如来、聖徳太子、七高僧 

③円光大師座像 ④慧光菩薩書名号塔 

⑤「圓光大師廿五霊場第廿壱番」 ⑥石龕内に彫られた地蔵「源空上人」 

現
在
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
は
な
く
、
こ
の
石
塔
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
時
は
二
十
五
霊
場

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
手
元
の
資
料
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述

が
見
当
た
ら
な
い
。 

 

⑥
福
井
県
あ
わ
ら
市
宮
前 

御
前
神
社
／
西
國
三
十
三
ヶ
所
石
龕 

御
前
神
社
本
殿
の
左
手
に
大
き
な
石
龕
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
龕
の
右
の
柱
に
「
元

禄
八
天(

一
六
九
五)
乙
亥
八
月
廿
日
／
敬
白
」、
左
の
柱
に
は
「
建
立
西
国
三
十
三
番
■
…
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
左
の
柱
に
「
昭
和
三
十
二
年
八
月
再
建
」
と
追
刻
さ
れ
て
い
る
。 

石
龕
の
内
壁
三
面
に
は
、
各
十
二
体
の
尊
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
十
六

体
の
尊
像
の
う
ち
の
三
十
三
体
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
で
あ
る
。
奥
壁
に
阿
弥
陀
如
来

座
像
と
十
一
体
の
観
音
、
左
壁
に
は
地
蔵
立
像
と
十
一
体
の
観
音
、
右
壁
に
も
地
蔵
立
像

と
十
一
体
の
観
音
が
並
ん
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
左
壁
の
地
蔵
の
脇
に
「
源
空
上
人
」、
右
壁

の
地
蔵
の
脇
に
「
仏
岩
上
人
」、
三
十
三
体
の
観
音
の
脇
に
は
一
番
か
ら
三
十
三
番
ま
で
の

番
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
源
空
上
人
は
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
で
あ
り
、
仏
岩
上
人
は
浄
土

宗
の
念
仏
行
者
播
隆
で
あ
る
。
し
か
し
石
龕
が
造
立
さ
れ
た
元
禄
八
年
に
は
仏
岩
は
ま
だ

生
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
各
尊
像
の
脇
に
刻
ま
れ
て
い
る
尊
名
や
観
音
の
番
号
は
後
刻
と

考
え
ら
れ
る
。 
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西番霊園北端 無常仏・地蔵集積場 

徳本名号石と筆者 左は「佉羅陀山」無常仏 

富
山
市
西
番
霊
園
の
無
常
仏
「
為
佉
羅
陀
山
」 

 

平
井 

一
雄 

 

農
村
、
漁
村
、
山
間
部
集
落
の
墓
地
に
付
属
す
る
火
葬
場
は
、
木
材
や
藁
を
燃
料
と
し

た
簡
易
な
火
葬
炉
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
火
葬
炉
の
そ
ば
に
は
必
ず
「
地
蔵
菩
薩
」
石
像

や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
文
字
碑
な
ど
の
無
常
仏
が
あ
っ
た
。
富
山
市
が
西
番
地
内
に
建
設

を
計
画
し
て
い
た
火
葬
場
、
斉
場
、
葬
祭
会
館
な
ど
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
か

ら
着
工
さ
れ
た
。
翌
昭
和
四
十
二
年
に
は
大
泉
に
あ
っ
た
火
葬
場
が
廃
止
さ
れ
、
西
番
霊

園
と
し
て
火
葬
炉
十
二
基
を
備
え
た
火
葬
場
、
斎
場
、
墓
地
に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
時
に

大
泉
火
葬
場
や
近
隣
火
葬
場
か
ら
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
文
字
碑
な

ど
の
無
常
仏
や
六
地
蔵
数
組
、
単
独
地
蔵
石
仏
約
40
体
が
墓
地
北
端
の
基
壇
上
に
安
置
さ

れ
た
。 

「
北
陸
石
仏
の
会
々
報
五
十
四
号 

富
山
市
西
番
霊
園
の
徳
本
名
号
塔 

平
井
一
雄
」

に
報
告
し
た
「
徳
本
名
号
塔
」
の
左
と
な
り
立
つ
文
字
碑
の
解
読
が
で
き
な
か
っ
た
。 

「
為
■
■
陀
山
」
が
読
み
取
れ
る
が
■
■
の
字
が
わ
か
ら
な
い
。 

こ
れ
を
「
為
佉
羅
陀
山
」
と
読
む
な
ら
無
常
仏
と
し
て
も
よ
い
と
お
も
わ
れ
る
。『
漢
語

例
解
辞
典
』
に
は
「
佉
羅
陀
山
」
キ
ャ
ラ
ダ
セ
ン
・
カ
ラ
ダ
セ
ン
は

Khardiya

の
音
訳
。

仏
語
。
七
金
山
の
一
つ
、
須
弥
山
に
近
く
、
地
蔵
菩
薩
の
住
む
と
こ
ろ
と
い
う
。 

「
佉
」
の
字
は
『
角
川
新
字
源
』
の
当
用
漢
字
、
常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
表
に
な
く

『
大
辞
典
』・
『
字
林
集
成
』・『
康
煕
字
典
』
に
あ
る
。 

 参
考
資
料 

１
、
五
百
羅
漢
で
有
名
な
桜
谷
長
慶
寺
縁
起
よ
り 

曹
洞
宗
佉
羅
陀
山
長
慶
寺
は
、
天
明
六
年(

一
七
八
六)

の
創
建
で
す
。
開
山
の
日
輪
當

午
大
和
尚
が
塩
野
大
久
保
よ
り
、
富
山
の
河
上
屋
一
郎
左
エ
門
の
招
き
で
桜
谷
へ
移
転
し

て
き
た
も
の
で
す
。 

山
号
の
佉
羅
陀
山
と
は
地
蔵
の
住
む
世
界
の
こ
と
で
、
當
午
和
尚
が
大
久
保
に
あ
っ
た

と
き
「
地
蔵
院
」
と
称
し
て
い
た
の
で
佉
羅
陀
山
を
山
号
に
し
た
と
い
う
。 

２
、
延
命
地
蔵
菩
薩
経 

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
』
と
は
、
日
本
で
成
立
し
た
偽
経
で
あ
る
。
不
空
訳
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
地
蔵
菩
薩
の
ご
利
益
を
説
く
。 

内
容 

・
こ
の
経
典
は
他
の
大
乗
仏
典
の
よ
う
に
「
如
是
我
聞
」
で
は
じ
ま
る
が
、
釈
迦
が
説
法

す
る
場
所
は
須
弥
山
を
囲
む
七
金
山
の
一
つ
で
あ
り
地
蔵
菩
薩
の
住
居
と
さ
れ
る
佉
羅
陀

山
（
か
ら
だ
せ
ん
、
き
ゃ
ら
だ
せ
ん
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
釈
迦
は
無
垢
生
と
い
う
名
の
帝

釈
の
質
問
に
答
え
、
自
分
が
没
し
た
後
に
衆
生
を
助
け
救
う
存
在
と
し
て
延
命
地
蔵
菩
薩

の
名
を
挙
げ
、
そ
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。 

・
こ
の
経
典
を
受
持
し
、
地
蔵
菩
薩
を
崇
敬
し
供
養
す
る
人
が
い
る
な
ら
、
そ
の
人
か
ら

百
由
旬
も
の
距
離
の
間
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
々
の
不
幸
が
生
じ
ず
、
魍
魎
、
鬼
神
、
鳩
槃

荼
の
よ
う
な
魔
物
と
無
縁
で
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
ど
ん
な
種
類
の
神
や
霊
で
も
、
こ
の
経

典
と
地
蔵
菩
薩
の
名
前
を
聞
け
ば
、
邪
気
を
吐
い
て
空
を
悟
り
、
菩
提
を
得
る
と
い
う
。 
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佉羅陀山石碑 解読案 

大辞典 

字林集成 

                            

  

      

    

        

為  
  

佉 
 
 

羅 
 
  

陀 
   

山 
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小矢部市内山 力持ち地蔵 

高岡市戸出町 デカ地蔵 

石
仏
を
総
じ
て
「
地
蔵
さ
ま
」
と
呼
ぶ
こ
と 

 

尾
田 

武
雄 

  

昭
和
五
十
五
年
頃
に
地
元
の
石
仏
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
石
で
彫
ら
れ
た
観

音
様
、
不
動
明
王
様
、
聖
徳
太
子
像
、
他
に
名
号
塔
ま
で
「
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
調
査
さ
れ
た
婦
人
の
方
々
も
石
で
彫
ら
れ
た
仏
様
と
地
蔵
様
の
違
い
に
つ
い
て
、

講
習
会
を
開
い
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
翌
年
に
『
太
田
の
石
仏
』
を
発
刊
し
た
が
、

序
文
に
砺
波
市
文
化
財
審
議
委
員
会
会
長
佐
伯
安
一
氏
が
「
石
仏
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
ゾ

ー
サ
マ
（
地
蔵
様
）」
と
い
う
よ
う
に
、
地
蔵
の
数
は
数
の
上
に
も
も
っ
と
も
多
い
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
高
岡
市
内
の
石
仏
に
詳
し
い
民
俗
学
者
樽
谷
雅
好
氏
に
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
高
岡
も
同
じ
く
あ
る
地
区
の
不
動
明
王
石
像
を
「
オ
ン
ゾ
ハ
ン
（
お
地
蔵
様
）」
と

呼
ん
で
い
る
と
い
う
。 

砺
波
市
鷹
栖
の
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
お
堂
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
入
り
、
祭
日

に
は
地
区
の
人
々
が
集
ま
り
、
真
宗
の
僧
侶
に
よ
り
読
経
さ
れ
る
。
そ
の
僧
侶
は
七
十
歳

代
で
古
く
か
ら
祭
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
お
像
が
螺
髪
、
肉
髻
が
あ
り
弥
陀

印
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
告
げ
た
ら
、
驚
き
今
ま
で
地
蔵
で
と
し
て
大
事
に
信
仰
し
て
き

た
と
さ
れ
た
。
ま
た
近
く
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
お
堂
の
脇
に
架
か
る
提
灯
に
「
南
無
地

蔵
尊
大
菩
薩
」
と
大
き
く
記
さ
れ
て
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
石
仏
を
地
蔵
さ
ま
と
し

て
大
事
に
さ
れ
て
き
た
。 

南
砺
市
赤
坂
の
聖
徳
太
子
二
歳
石
仏
の
建
立
百
年
祭
に
お
招
き
御
受
け
た
際
に
、
お
堂

創
建
時
の
書
類
を
拝
見
し
た
時
に
太
子
像
が
入
る
お
堂
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
地
蔵
堂
」
と

記
さ
れ
て
い
た
。
砺
波
市
太
田
の
専
念
寺
に
あ
る
太
子
堂
も
明
治
の
設
計
図
に
は
地
蔵
堂

と
あ
る
。 

小
矢
部
市
内
山
で
は
明
治
初
期
ご
ろ
に
村
の
青
年
た
ち
に
相
撲
を
指
導
し
た
人
物
の
草

相
撲
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
彫
ら
れ
た
名
号
塔
が
あ
る
。
そ
れ
を
木
で
作
ら
れ
て
説
明

柱
に
「
力
持
ち
の
地
蔵
さ
ま
」
と
あ
る
。 

高
岡
市
戸
出
町
四
丁
目
の
旧
道
の
四
つ
角
に
、
大
き
い
お
堂
に
鎮
座
す
る
阿
弥
陀
如
来

坐
像
が
あ
る
。
江
戸
時
代
末
こ
の
地
方
に
疫
病
が
大
流
行
し
、
多
く
死
者
が
出
た
。
特
に

幼
児
が
多
く
亡
く
な
り
、
そ
の
悪
病
退
散
の
悲
願
の
た
め
に
当
村
の
人
び
と
が
相
図
り
慶

応
三
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
石
工
は
井
波
町
七
次
郎
で
あ
る
。
お
像
の
高
さ
は

六
尺
（
一
・
八
九
メ
ー
ト
ル
）、
重
さ
は
約
三
百
七
十
五
貫
（
一
四
〇
〇
㎏
）
で
あ
る
と
い

う
。
お
堂
の
前
に
は
「
中
古
大
地
蔵
菩
薩
由
来
」
と
彫
ら
れ
た
石
の
案
内
板
が
立
っ
て
い

る
。
地
元
で
は
「
デ
カ
地
蔵
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

高
岡
市
雤
晴
に
あ
る
「
首
切
り
地
蔵
」
は
、
そ
の
説
明
板
に
は
「
戦
国
乱
世
の
頃
よ
り
、

こ
れ
を
首
切
り
地
蔵
尊
と
伝
え
、
能
登
通
い
の
漁
船
、
旅
人
に
海
難
除
け
の
守
仏
と
し
て

尊
ば
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
中
世
の
首
の
折
れ
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
あ
る
。
富

山
市
石
倉
町
い
た
ち
川
淵
の
延
命
地
蔵
よ
り
や
や
上
流
に
辰
巳
町
に
は
、
小
堂
の
中
に
釈

迦
如
来
立
像
が
入
っ
て
い
る
が
、
扁
額
に
「
釈
迦
如
来
地
蔵
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
石
造
の
釈
迦
如
来
立
像
を
「
地
蔵
」
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
立
山
町
芦
峅
寺

の
布
橋
下
に
は
、
不
動
明
王
石
仏
が
あ
り
満
願
地
蔵
と
称
し
て
い
る
、
お
参
り
す
る
と
願

い
が
叶
う
と
さ
れ
て
い
る
。
平
井
一
雄
氏
の
情
報
に
よ
る
と
富
山
市
牛
ケ
増
と
芦
生
の
境

に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
か
れ
た
勘
造
地
蔵
菩
薩
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
、
石

仏
＝
地
蔵
と
い
う
呼
び
方
は
、
全
国
的
に
は
珍
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
こ
れ
ら
の
呼

び
方
を
記
録
に
残
す
こ
と
も
重
要
な
、
当
会
の
仕
事
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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よ
う
こ
そ
石
仏
の
あ
る
ラ
イ
フ 

第
62
回
例
会
報
告 

 

籔
谷 

智
恵 

  

初
夏
の
日
差
し
が
強
い
晴
天
の
あ
る
日
、
砺
波
の
石
仏
を
巡
り
ま
し
た
。 

あ
そ
こ
に
も
こ
こ
に
も
石
仏
。
車
で
よ
く
通
る
道
に
も
、
立
山
酒
造
本
社
横
に
も
、
瓜

破
清
水
（
う
り
わ
り
し
ょ
う
ず
）
に
も
、
石
仏
。
視
界
の
端
に
は
入
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
、
田
園
風
景
に
た
た
ず
む
石
の
像
。
で
も
そ
れ
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で

は
全
然
、
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

石
仏
を
よ
く
み
れ
ば
、
皆
さ
ん
と
て
も
良
い
お
顔
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
多
く

は
森
川
栄
次
郎
さ
ん
と
い
う
明
治
時
代
の
石
匠
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
目
が
く
り

っ
と
し
て
、
口
元
が
や
わ
ら
か
い
不
動
明
王
様
が
特
徴
的
で
す
。
石
仏
を
な
が
め
て
一
日

歩
き
ま
わ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
「
あ
あ
こ
れ
は
森
川
さ
ん
の
作
だ
」
と
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
目
が
森
川
さ
ん
の
つ
く
る
表
情
を
覚
え
る
の
で
し
た
。 

 

砺
波
地
方
は
日
本
で
一
番
多
く
の
石
仏
が
あ
る
地
域
な
の
だ
と
、
「
北
陸
石
仏
の
会
」

の
尾
田
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
庶
民
が
豊
か
に

な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
は
特
権
階
級
の
も
の
だ
っ
た
信
仰
の
対
象
を
民
も
建
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
石
仏
を
こ
こ
に
つ
く
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、

富
山
の
人
た
ち
が
信
心
深
く
、
ま
た
経
済
的
に
も
豊
か
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
石
を
切
り

出
し
、
運
び
、
人
の
手
で
彫
る
、
そ
れ
は
と
て
も
手
間
と
時
間
、
お
金
の
か
か
る
こ
と
だ

っ
た
は
ず
で
す
。 

 

砺
波
地
方
出
身
の
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
学
者
、
安
丸
良
夫
の
『
砺
波
人
の
心
性
』
と

い
う
テ
キ
ス
ト
に
は
、
富
山
県
が
信
仰
の
篤
信
地
域
で
あ
る
こ
と
と
、
近
世
後
期
か
ら
近

代
に
か
け
て
、
と
り
わ
け
砺
波
地
方
が
生
産
力
的
な
先
進
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
様
々

な
デ
ー
タ
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

明
治
前
期
（一
八
八
一
～
九
六
）の
稲
作
平
均
反
収
は
全
国
平
均
一
、
三
六

石
、
石
川
県
一
、
六
一
石
、
福
井
県
一
、
三
六
石
、
新
潟
県
一
、
三
二
石
に
対
し

て
、
富
山
県
は
一
、
八
一
石
で
、
全
国
第
二
位
で
し
た
。
ま
た
県
内
で
の
群
別
平

均
反
収
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
一
八
八
四
年
の
ば
あ
い
、
県
平
均
は
一
、
二
七
石

に
対
し
て
砺
波
郡
は
一
、
八
二
石
、
一
八
九
八
年
の
ば
あ
い
で
は
、
県
平
均
一
、

九
〇
石
、
砺
波
郡
二
、
一
八
石
で
、
い
ず
れ
も
砺
波
郡
が
一
位
で
す
。
こ
う
し
た

高
生
産
力
を
背
景
に
富
山
県
の
米
は
早
く
か
ら
県
外
に
移
出
さ
れ
て
お
り
、
た

と
え
ば
一
八
七
七
年
の
富
山
県
か
ら
の
米
の
県
外
移
出
は
三
二
万
石
で
全
国
一

位
（二
位
は
新
潟
県
二
八
万
石
、
三
位
は
佐
賀
県
一
七
万
石
）で
し
た
。 

（中
略
） 

 

こ
う
し
て
、
富
山
県
、
と
り
わ
け
砺
波
地
域
の
米
生
産
能
力
は
、
近
世
後
期
か

ら
近
代
に
か
け
て
全
国
的
に
見
た
ば
あ
い
も
っ
と
も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
ま
た
も
う
す
こ
し
一
般
化
し
て
、
北
前
船
を
利
用
し
た
日
本
海
沿
い
の
経
済

活
動
が
全
国
経
済
に
占
め
る
比
重
は
、
そ
の
後
の
社
会
通
念
よ
り
も
ず
っ
と
大
き

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

（『文
明
化
の
経
験 

近
代
転
換
期
の
日
本 

―
補
論
三 

砺
波
人
の
心
性
』 

安
丸
良
夫
） 

 
 

 

見
渡
し
て
み
れ
ば
、
鎮
守
の
森
の
よ
う
な
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
た
立
派
な
家
々
。
水
を
張

ら
れ
た
広
々
と
し
た
田
ん
ぼ
。
砺
波
地
方
に
は
、
「
田
舎
」
と
い
う
一
言
で
は
言
い
表
せ

な
い
、
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
石
仏
に
は
、
瑞
々
し

い
草
花
が
手
向
け
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
心
と
、
こ
の
風
景
の
美
し
さ
は
、
深
い
と
こ
ろ

で
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
、
多
く
の
石
仏
が
明
治
の
作
と
き
い
て
、
時
代
の
変
化
に
圧
倒
さ
れ
る
気
持
ち
に

も
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
百
五
十
年
前
に
は
、
石
仏
が
庶
民
の
間
で
「
流
行
っ
て
」
い
た

の
で
す
。
い
ま
や
、
そ
こ
に
そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
私
は
気
づ
い
て
い
な
か

っ
た
の
に
。 

 

科
学
技
術
が
発
達
し
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
、
主
た
る
産
業
が
一
次
産
業
か
ら
三
次

産
業
へ
と
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
、
そ
の
速
度
が
ど
ん
ど
ん
増
し
て
い
る
現
在
、

私
た
ち
の
多
く
は
信
仰
を
失
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
信
仰
の
対
象
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
お
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金
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
砺
波
地
方
の
美
し
い
文
化
景
観
も
、
社

会
の
変
化
の
中
で
、
年
々
そ
の
保
全
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 
こ
の
美
し
さ
に
、
ど
う
し
て
留
ま
っ
て
い
ら
れ
ず
に
、
時
代
は
変
わ
っ
て
、
進
ん
で
い

っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
。
大
き
な
流
れ
に
抗
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
、
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
誰
か
に
望
む
こ
と
は
、
部
外
者
な
ら
で
は
の
身
勝
手
さ
に
も
思
え
ま
す
。
で

も
こ
こ
に
は
、
失
く
し
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
を
、
人
々
の
た
め
に
残
し
た
い
と
動

い
て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、
私
も
や
っ
ぱ
り
、
こ
こ
に
あ
る
美
し
さ
は
、
と
て

も
と
て
も
大
事
な
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
う
の
で

す
。 

 

石
仏
に
気
づ
い
て
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
心
が
よ
ろ
こ
ぶ
、
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
表
情
を
よ
く
み
て
、
つ
く
っ
た
人
、
手
を
合
わ
せ
て
き
た
人

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
心
が
つ
く
り
だ
す
風
景
に
も
気
づ
い
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
石
仏
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
か
ら
、
私
の
人
生
に
、
石
仏
が
存
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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北陸石仏の会 令和３年度決算 

収入の部 

   項目 予算 決算 備考 

前期繰越金 20,784 30,134 前年度繰越金 

会費 60,000 77,890   

雑収入 15 0 貯金利子 

合計 80,799 108,024   

        

        支出の部 

   項目 予算 決算 備考 

事務費 0 0   

会報費 60,000 60,000 会報（送料込み）カレンダー 

郵送費 0 0   

会誌費 0 0   

予備費 20,799 0   

合計 80,799 60,000   

        

    １０８０２４－６００００＝４８０２４ 

 次年度繰越金４８０２４円 

    令和 4 年度予算案 

    収入の部 

  項目 前年度決算 今年度予算 備考 

前期繰越金 30,134 30,134   

会費 77,890 60,000   

雑収入 0 0 貯金利子 

合計 108,024 90,134   

        

支出の部 

   項目 前年度決算 今年度予算 備考 

事務費 0 0 封筒など 

会報費 60,000 60,000 会報 

郵送費 0 0 切手代 

会誌費 0 0 『北陸石仏の会研究紀要』 

予備費 0 30,134   

合計 60,000 90,134   

        

令和４年度事業計画 

５月 第６２回例会 富山県 

１０月 第６３回例会 石川県 

会報年３回発行（４月、８月、１２月） 

 

 

 

 

役員構成 

会長 平井一雄（富山県富山市） 

副会長 滝本やすし（石川県金沢市） 

事務局 尾田武雄（富山県砺波市） 

理事 酒井靖春（富山県富山市） 

理事 池田紀子（石川県金沢市） 

監事 松井兵英（富山県富山市） 
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北陸石仏の会 第６３回例会 

―能登甘田の石仏めぐり― 
令和４年１０月２日(日) 

 

参 加 費：２５００円（ガソリン代、拝観料、資料代等） 

集合場所：①ＪＲ砺波駅南口………７時２０分 

②道の駅のと千里浜……８時３０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

※感染対策を行い、乗用車に相乗りします。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和４年９月１６日(金) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

 

見学予定 (石川県羽咋郡 旧上甘田村、旧中甘田村、旧下甘田村) 

◎羽咋市柴垣町 日蓮宗本成寺／題目塔、浄行菩薩、笠塔婆、笠塔婆陽刻板碑 

◎羽咋市柴垣町 不動尊堂／不動明王 

◎羽咋市滝谷町 日蓮宗妙成寺／題目塔、浄行菩薩、笠塔婆、笠塔婆陽刻板碑、五重塔 

◎志賀町坪野 坪野集会場／五輪塔陽刻板碑、阿弥陀種子板碑 

◎志賀町坪野 藤本家／一字金輪種子板碑 

◎志賀町宿女 火結神社／金剛界大日種子板碑、阿弥陀種子板碑 

◎志賀町大島 路傍／如来形座像陽刻板碑 

◎志賀町大島 大島海岸／石積六地蔵石幢(通称諸願堂) 

◎志賀町福野 気多神社／妙法蓮華経板碑、五輪塔陽刻板碑、普賢種子板碑 

◎志賀町高浜 文化ホール保管／金剛界大日種子板碑(志賀町福井出土) 

◎志賀町福井 共同墓地／金剛界大日種子板碑 

◎志賀町矢駄 路傍／五輪塔、五輪塔陽刻板碑 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 

 令和４年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


